
  

 

  
 

 

 

 

『 吉 崎 春 日 神 社 元 旦 祭』 

 

新年は、神詣（かみもうで）で始まります。 

1 月 1 日（木曜日）午後 1 時から、新年を告げ

る太鼓の音を合図に、恒例の吉崎春日神社元旦

祭がしめやかに行われました。神社役員、氏子

総代をはじめとして、吉崎地区の区長、厄年、

還暦、長寿を迎えられた方々などが参列され、

今後ますますの長寿を願い、旧年に感謝し、今

年 1 年間より良い年になりますように参拝し、神殿に新しい年の平穏と幸せを祈りました。ま

た、今年は、雪が降る寒い元旦になりましたが、多くの参拝者が訪れ新しい年の到来を喜ぶと

ともに、幸多き年となることを願ってご神前にお祈りをしていました。 

今年は「羊年」、羊は群れをなして行動するため、家族の安泰や平和をもたらす縁起物とさ

れています。皆様にとって今年一年、穏やかな年になることをお祈りします。 

 

 

題字；前衛書家「吉川壽一」先生 
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1 月 25 日（日） 14 時～ 吉崎地区通常総会 
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吉崎公民館だより 

新 年 あ け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 

区民の皆様におかれましては、輝かしい新年をお迎えのこと

とお慶び申し上げます。 

旧年中は、吉崎公民館活動推進に対しまして、多大なご支

援・ご協力を賜りましたことに厚くお礼申し上げます。 

今年も人々のふれあいを大切にし、地域の交流の場所として

幅広く取り組んで参りたいと存じますのでご指導・ご鞭撻の程

宜しくお願い申し上げます。 

また、これまで以上に、より一層の吉崎公民館のご利用をお

待ちしております。  

『 小 学 生 児 童 の 願 い 』 を 奉 納 ！ 

吉崎小学校児童の「習字」や「硬筆」

で書いた作品が、初詣で賑わう吉崎春日

神社本殿に奉納展示されました。高学年

児童は、「新春」・「白山」・「平和」

など初春に相応しい希望に満ちた書を奉

納しました。 

また、１・2 年生は、お正月の課題に

合わせた新春にちなんだ言葉を奉納しま

した。 

児童の奉納作品を見て新たな気持ちで

新年を迎えていただけたかと思います。   

この一年、奉納作品のように児童一人ひとりが、夢に向かって、さらに大きく、たくましく成

長するよう願っています。健やかで元気でありますよう皆で見守っていきましょう。 

初 詣 に 備 え ～ 吉 崎 春 日 神 社 掃 除 ～ 

１２月１４日（日曜日）、新しい年を

迎えるに当たり悪天候の中、区民有志の

人達で春日神社境内の清掃が行われまし

た。石段や石畳の参道は雨や雪などの濡

れた落ち葉などがあると非常に滑りやす

くなり危険なため、寒い日でしたがビブ

ラなどで参道や石段の水分を含んで重み

を増した落ち葉を掃き集めるなどの清掃

作業を行いました。 

当初は区民総出で７日の予定でしたが、

雨天のため延期となってしまったため、

大変な作業となりました。貴重な休日に

も関わらず、ご参加者いただき本当に感

謝致します。 

吉崎公民館職員一同 
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『 初 詣 』 ～ 菅 生 石 部 神 社 ～ 

１月２日（金曜日）、「竹わりま

つり」の異名を持つ御願神事が毎年

２月１０日行われることで有名な加

賀市大聖寺の菅生石部神社へ初詣に

行ってきました。近くにありながら

も初詣に訪れたのは初めです。神社

下の駐車場に車を入れ、雪の降り積

もった参道を歩き凍える体で本殿に

向かうと心が洗われるようでした。 

菅生石部神社は、大聖寺天神下町

に鎮座し菅生石部神を祀り北陸一円

鎮護の神として五穀豊穣、疫病退散、

安産育児守護の大神として広大無辺

の御神徳を仰ぎ奉る神社です。地元では、菅生天神、敷地天神とも云われなかなか風情のある

神社でした。 

新年の初めに一年の無事の願いを込めて「おみくじ」を引いてみたら吉と出ました！、吉は

大吉の次に縁起が良いと言われているので気分よくお守りも買って帰りました。 

消 防 出 初 式 

1 月 10 日（土曜日）、午後 11 時から吉崎

地区の区長をお迎えして、消防コミュニティー

センターで、あわら市消防団第３分団による出

初式を行いました。鹿島の森を背景に北潟湖に

向かっての放水では、団員はきびきびした動き

で放水し、日頃の訓練の成果を披露しました。 

 また、無火災、無災害を願い、非平常時の区

別なく地域に密着して地域の防火防災に目配り

を欠かさない、そういう気持ちと行動を身に付

けた団員の方々が近くに居てくれることが大き

な安心と信頼です。消防団の皆さん、今年も宜

しくお願いします。 

吉 崎 神 楽 、 新 春 に 舞 う 

 1 月 4 日（日曜日）吉崎神楽保存会 11 人が芦原温

泉の旅館を真っ赤な獅子頭をかぶって、笛、太鼓、鈴

の音に合わせ、大願成就、無病息災、五穀豊穣、家内

安全の祈りを捧げて舞いました。その後、「セントピ

アあわら」の新春舞踏では、芦原芸妓らによる新春舞

踏の後に、扇の舞、剣の舞などを披露し、訪れた観客

を魅了しました。 
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吉崎公民館だより 

『 蓮 如 さ ん か る た 』 読 札 募 集 中 ！ 

「蓮如上人」生誕 600 年を記念して制作する「蓮如さんかるた」の読み札を募集します。

絵札は、採用された読み札をもとに、日本を代表する漫画家、里中満智子氏、永井豪氏、木村

直巳氏が描きます。あなたの作品を 3 人の巨匠が素敵なイラストで描いてくれるチャンスです。

ぜひご応募ください！ 

【応募要領】 

◎応募資格：年齢、国籍を問いません。 

◎応募方法：持参、郵送、ファックスまたは E メー

ルのいずれかで所定の応募用紙により下記までご

応募ください。 

◎応募先及び問合せ：吉崎公民館 ＴＥＬ＆ＦＡＸ 

0776-7５-１２０５ 

E-mail:komin-yoshizaki@city.awara.lg.jp 

◎応募締切：平成 27 年 3 月 31 日（火曜日） 

◎発表：平成 27 年 4 月までにあわら市、一般財団

法人本願寺文興隆財団ホームページ上で発表しま

す。 

◎賞品：採用者には平成 27 年 11 月末ごろ「蓮如

さんかるた」を贈呈します。 

また、採用者の氏名は、あわら市、一般財団法人

本願寺文化興隆財団  ホームページおよび「蓮如

さんかるた」の解説書に掲載する予定です。 

◎応募規定：複数の作品が応募可能です。所定の応

募用紙（吉崎公民館にあります）でご応募ください。「ゐ」

「ゑ」「ん」「を」を抜いたひらがな 44 文字のいずれか

を文頭に定めてください。作品は、蓮如のエピソードをテ

ーマにした「5 字＋7 字＋5 字」（字余り可）調とします。    

蓮如のエピソードについては、一般財団法人本願寺文化興 

隆財団のホームページ

http://honganjifoundation.org/rennyosankaruta/

をご参考にして下さい。 

自作で未発表の作品に限ります。読み札は蓮如さんかる

た制作委員会に、絵札の絵は里中満智子氏、永井豪氏、木

村直巳氏に、著作権がそれぞれ帰属します。 

読み札と絵札の無断使用等はお断りします。応募作品は

返却いたしません。 

制作委員会で作品の一部を修正・補作する場合があります。 

◎かるた発売時期：平成 27 年 11 月下旬に、あわら市、一般財団法人本願寺文化興隆財団、

大手ネットショップなどで発売予定です。 

◎主催：蓮如さんかるた制作委員会（福井県あわら市、一般財団法人本願寺文化興隆財団） 
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シ リ ー ズ  Ｔ ｈ ｅ  時 代 『 吉 崎 の 変 遷 を 辿 る 』 

～吉崎在住の門徒と御坊を護持した肝煎りたち １～ 

吉崎は昔から居住者の転出転入の多い所で、

吉崎居住者のお手継ぎの寺は、吉崎のお寺と

は限らず、芦原、蓮ヶ浦、柿原、細呂木、塩

屋、瀬越、三木などの村々にある。 

また、江戸幕府がキリシタン禁圧を標榜し

て設けられた制度は、慶応１８年（西暦１６

１３年）以来、度々発布されたキリシタン禁

令に基づき民衆統制と戸籍制度の目的を持っ

て作られたが、具体的な実施方法が示されな

かったので、初めは諸藩が様々な方法で実施

した。今吉崎に残っている宗門改帳は吉崎の村役人が人別帳・五人組帳を利用して吉崎村の

人々の手継ぎ寺と門徒と家族数を書いたものである。 

この制度は九州島原乱の平定後、寛永１７年（西暦１６４０年）に徳川幕府は宗門改役を置

き、諸藩も宗門奉行を置いて、毎年３月から６月の間に作製したのであった。そして明治維新

後政府は、明治５年（西暦１８７２年）に有名な壬申戸籍を作ったが、その戸籍にはまだ檀那

寺が書いてあった。しかしその翌年の明治６年にキリスト教禁止の高札が廃止されて信教が自

由となり、宗門改の制度は廃止され、村々の戸籍を整備するようになったのである。 

【吉崎再発見】 ５８ ～鹿島新道工事とカキ養殖の消滅～ 

幕末の頃、加賀の大聖寺藩は、財政たて直し

のため、江沼潟を埋立てて新田開発と鹿島新道

の工事を始めた。永井村では、正保の頃に（西

暦１６４４年）徳兵衛が新田を造り明和安永の

頃には（西暦１７６４年～７２年）永井新田を、

また延宝の頃には（西暦１６７３年）瀬越新田

を作った。そのため川幅が狭くなって川砂が化

粧ヶ市（加賀市吉崎）と鹿島との間の入海に流

れこみ，寛文の頃には（西暦１６６１年）浅瀬

になって川船も通れなくなり化粧ヶ市前の中

州に蛇島・新田と三ッ島新田が作られ、化粧ヶ市と鹿島を結ぶ浅瀬は鹿島新道となり、汐留し

たのでカキの養殖に重要な海水の流入は、鹿島・浜坂間の水道のみとなり、海水の流れが悪く

なった。そして北潟湖畔の蓮ヶ浦、細呂木、北方沖にあったカキ塚のカキ貝がくさりはじめた。   

安政４年（西暦１８５７年）の「吉崎浦カキ塚持主、有場所書上帳」（見谷屋文書）をみると、

北潟湖奥のカキ塚は姿を消して、吉崎、浜坂の地籍沖と鹿島周辺のカキ塚ばかりとなり、カキ

塚の持主も減少した。またカキ塚専業で生計を立てていた漁民は転職においこまれて、室町時

代以降吉崎浦をささえてきたカキ養殖業は、明治初年に至って自然消滅となったのである。 

【吉崎歴史一口メモ】（仮称）「県境の館」が４月に完成予定です。 

福井県あわら市吉崎と石川県加賀市吉崎は集落の中に県境があります。全国的にも珍しい地

域です。歴史的に何かあったのだと思いますか？ ４月『県境の館』にお出かけください！ 
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吉 崎 「 鳥 も の が た り 」 （ ８ ） 

●キジ：全長は雄８０cm、雌６０cm くら 

いで、農道などで出会うとドキッとする美し 

さと大きさを感じます。雄の色彩は鮮やかで 

金属光沢があり、顔は赤く眼も金色です。雌 

は土色で地味な色彩をしています。 

戦後、GHQ による野鳥保護の勧告を受け 

て、狩猟鳥の制限を厳しくしたり、バードデ 

ーや国鳥の制定が行われました。日本鳥学会 

は、日本特産種で美しい羽色や雄の勇敢さ、 

雌の母性愛が好まれ、親しまれていることな 

どの理由に国鳥に推薦しました。意外ですが、 

当時としては、「狩猟鳥」であることも国鳥に選ばれた理由の一つだったのですね。 

餌は、植物の種子や芽、葉などですが昆虫類も食べます。吉崎小学校の畑にはよく出てきま

す。春日神社奥の墓地の東側は、土を採取したために現在は低地になっていますが、元は台地

でした。この周辺は、「鳥打ち場」と呼ばれ、畑がありました。ナタネやゴマなどを栽培して

いたことを覚えています。トリ餅を仕掛けに行くと、よく、ドドドドというキジの羽音に驚か

されました。                日本野鳥の会福井県副代表 組頭五十夫 

 

「Ｒｉｂｂｏｎｓｉａ ＦＯＲＥＳＴ」 

～リボンで創り出す森の生命（いのち）～ 

 

金津創作の森では、１月１７日（土曜日）より３月１日（日

曜日）まで展覧会「Ｒｉｂｂｏｎｓｉａ ＦＯＲＥＳＴ」を開

催します。 

自然や生きものをリボンで表現した可憐で美しい作品など

繊細な手仕事から創り出される「Ｒｉｂｂｏｎｓｉａ」の世界

をご覧ください。 

観覧券が少し吉崎公民館にありますので、お申し出下さい。差

し上げます。問合せ先：吉崎公民館電話：７５-１２０５ 

 

 

 

『心即太陽』意味は希望は心の太陽。「太陽の光と熱が無限で

あるように、希望はいくら燈しても尽きる日はない。いくら高

めても、高すぎることはない」とあります。常に指導頂いてい

るように、目標はできるだけ高く掲げれば掲げただけ、考えや

行動が変わり、結果が変わってきます。 

人生はたった一度しかありません。新年を迎え高い目標を掲

げて、具体的な行動をおこすことを実践してまいりましょう。 

【今月のことば】 心 即 太 陽 
(しんそくたいよう) 
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駐 在 さ ん 、 だ ぁ ～ 好 き ！  － そ の 2 9 － 

こんにちは、吉崎駐在所の宮越通安です。 

平素は、警察行政各般にわたり多大なご理解・ご協力を賜り感謝申し上げます。 

1.引き続き「振込め詐欺」にご注意ください。 

振込め詐欺（特殊詐欺）の被害発生が止まりません。昨年暮れには、あわら市内でも高額の詐

欺被害が複数件発生したばかりです。また、１２月中には「警察官を騙る」詐欺予兆電話が３

０数件発生しています。 

特に、一人暮らしの高齢者の皆様は、くれぐれもご注意いただきたいと思います。 

○振込め詐欺被害は「高齢者」「女性」に集中する傾向があります。 

・「ゆうパック・レターパックで現金送れ」は詐欺！ 

・「電話番号が変わった」は詐欺の電話です！ 

・「高校の名簿」が流出しており、卒業生に電話がかかってきています。 

・１２月には「警察官を騙る」詐欺予兆電話が３０数件かかってきてい 

 ます。    

・慌てず、いったん電話を置いて家族・警察に相談を 

※ 「おかしい」と感じたら、迷わずあわら警察署へご連絡を（７３－０１１０） 

2.（好評再連載中！）泥棒が泥棒を諦める瞬間ベスト１０ 

 好評につき、「泥棒が泥棒を諦める瞬間ベスト１０」を再掲載中です。今回は第４位を解

説付きでご紹介します。泥棒の被害に遭わないのが何より一番大切ですので、皆様一人ひとり

の防犯に対する意識が高まり、犯罪の未然防止に役立てば幸いです。 

第４位 機械警備が入っていた（警備会社のステッカーが貼ってあった） 

機械警備（警備会社）に入っていると防犯上、効果が高いことが窺えます。異常発報（異常

を知らせる警告装置）が鳴ると、警察官や警備会社の警備員が約５分で到着しますので、侵入

者に対する抑止効果は特に高くなります。 

ただし、機械警備は高額であるため、なかなか導入は難しいのが現状です。そこで、ホーム

センターには「警備会社のステッカーもどき」のシール（防犯グッズコーナーに）が販売され

ています。それを玄関先に貼付しておくと一定の効果があるかもしれません。 

おもてなしマナー講座開催（あわら市おもてなし向上支援事業） 

豊かな自然と名湯である温泉にお越し頂いたお客様におもて

なしの心を持って、心から満足をして頂き、次もお越し願える

よう、おもてなしマナーの講演会を開催します。 

日時：平成 27 年 3 月 1 日（日）13 時３０分～ 

場所：あわら市中央公民館２Ｆ（第１会議室） 

講師：西村喜美 氏（マナー講師） 

主催：あわらの自然を愛する会 おもてなし向上支援事業委 

員会  協力：（一社）あわら市観光協会 

☆ワンポイント観光ガイド養成講座参加者募集中！ 

 ・あわら温泉街周辺・ＪＲあわら温泉駅周辺・旧北陸街道周    

  辺・北潟湖浜街道・吉崎周辺 

◎お申込み・お問合せは 吉崎公民館ＴＥＬ：７５－１９１２ 



Yoshizaki Kouminkan  [8] 
 

吉崎公民館だより 
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【ふるさとクロスワード】 

＊答えの解った方は、公民館まで連絡して下さ

い。正解者には、年度末に素敵な賞品が当たる

抽選券を差し上げます。（〆切は 2 月 8 日） 

先月号の回答は、「カルタトリ」で、Ｃの「百人

一首」でした。 

 

パズルの中の A からＣの 3 文字を並び替え

て組み合わせ、ある国の名前にして下さい。

その国ある地方は、下の３つのうちのどれで

しょうか。 

( Ａ；ヨーロッパ Ｂ；アフリカ Ｃ；北アメリカ ) 

【たてのヒント】 

① ；蓮如さんご詠歌から、「浜坂の山の彼方に打つ波も、

〇〇、法の音かな」。今年は蓮如上人がお生まれにな

ってから、ちょうど六〇〇年です。 

④ ；フランスの印象派の画家、彫刻家。主として「踊

子」や「競馬」を好んで描いている。代表作は「３

人の踊り子」など。 

⑦ ；ニワトリの一品種。英名は Silky Fowl。頭頂に羽

冠があり、羽毛は白・黒などで、絹糸に似ています。

さて、絹羽鶏とも呼ばれるのは？ 美味です。 

⑧ ；先祖代々にわたって伝統的に事業を行っている小

売店・企業（会社）などのこと。 

⑩ ；用意が十分にととのっていて、手抜かりのないこ

と。  

⑬ ；幸運にめぐり合った人が、宝の帆を張った筆の帆

柱を立て、福助・福良雀(ふくらすずめ)・福寿草・

富士など「ふ」の字の付いためでたい 7 種の菓子な

どを飾る縁起船。 

⑭ ；フランス印象派の画家。好んで踊り子・競馬など

を書いた人。代表作は「３人の踊り子」など。 

⑮ ；日本の建設機械・重機械のメーカーで、建設機械

の日本でのシェアは 1 位。世界で 2 位。日本以外に

も南北アメリカ、ヨーロッパ、CIS、中近東、アフ

リカ、東南アジア、オセアニア、中国にグループ企

業を展開する、石川県の地名から出た会社は？ 

⑯ ；戦国時代に浄土真宗本願寺教団の信徒たちが起こ

した一揆のこと。 

【よこのヒント】 

① ；競技会などで優勝したものに与える杯 

② ；新ＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」。物語の主役は

吉田松陰の末妹で、後に久坂玄瑞の妻となる文

（ふみ）のお話ですが、松下村塾という「生き

た学問」を教えた私塾を作った吉田松陰は、幕

末の志士たちに影響を与えました。その結果、

明治維新へとつながったのですが、徳川幕府を

廃止し、明治天皇の名により天皇親政が行われ

た事を〇〇と言います。１９６８年のことです。 

③ ；ここ、そこ、あそこ、〇〇。 

④ ；阪神タイガースの応援歌は、「〇〇おろし」 

⑤ ；運を天に任せて思い切ってする勝負や行動。

「大きな〇〇に出る」なんて使います。 

⑥ ；ブラスバンドクラブ、管で出来ていて、息を

吹き込んで管内の空気を振動させて音を出す楽

器の総称。通常、木管と金管とに二分されるも

の。 

⑨ ；送ってきた荷物を受け取る事。  

⑪ ；「ちょっと、それしてよ」。強い口調の吉崎弁

でしゃべると、「ちょっと、それ〇〇ま」。 

⑫ ；赤塚不二夫作のマンガ「おそ松くん」、その六

つ子の名前は、おそ松、チョロ松、カラ松、十

四松、一松、そしてあと一人は〇〇。 

⑮ ；松の木小唄から、「〇〇にも色々ありまして、

ヒゴイにカゴイは池の〇〇、今夜来てねと甘え

ても、金持って〇〇では〇〇じゃない～♬♪」 

１ 月 １ ８ (日 曜 日 ) 吉崎春日神社左義長(１０時より) 

浜坂区総会(１３時３０分より) 

１月２５日(日曜日) 文化財防災紡御訓練(場所：西別院下８時頃から) 

吉崎地通常総会(１４時から) 


